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　　平成 26 年 11 月 21 日

　　沖縄県立埋蔵文化財センター

　　所 長

沖縄県内には集落跡や貝塚、グスク、近世古墓群など約 4,500 箇所の遺跡

が確認されています。沖縄県立埋蔵文化財センターでは、先人が残したこれ

らの埋蔵文化財の発掘調査を行い、考古学的見地から検証した成果を沖縄の

歴史・文化の研究に役立てています。

通常、発掘調査開始から出土品を整理し報告書を刊行するまで数年を要する

ことから、前年度の発掘調査で得られた最新の情報をいち早く公開するため、

「発掘調査速報展」を毎年開催しております。

今回の「発掘調査速報展 2014」では、平成 25 年度に調査を行った沖縄本

島や離島における８事業の概要や主な成果とあわせて、平成 23 年度に調査を

行った首里城銭蔵東地区の新たな成果について、出土遺物や写真パネル等で

紹介しております。

首里城跡は昭和 59 年度から 29 年間にわたって発掘調査が行われており、

平成 25 年度は東のアザナ北地区と銭蔵東地区において同調査が実施されまし

た。その成果として、東のアザナ北地区から金製の厭
えんしょうせん

勝銭が確認されています。

また、白保竿根田原洞穴遺跡では、土器片、石材片のほか、人骨を多数検出し、

まとまりのある頭蓋骨と上半身の骨が集中する状況が確認されるなど、先島

諸島の先史文化を知る上で大きな成果を得ることができました。

この速報展を通じて、多くの方々が当センターの発掘調査と沖縄県の埋蔵文

化財について親しみを持ち、その価値や重要性について理解を深める機会と

なれば幸いです。
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基地内文化財
(喜友名東原第四遺跡・他)

【宜野湾市】

首里高校内中城御殿跡
【那覇市】

首里城跡
「東のアザナ北地区・銭蔵東地区」

【那覇市】

海軍病院建設予定地内
(普天間古集落遺跡)

【宜野湾市】

円覚寺跡
【那覇市】

県内遺跡(船越原遺跡)
【渡嘉敷村】
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白保竿根田原洞穴遺跡
【石垣市】

戦争遺跡【本島内各地】
【名護市】 【うるま市】 【糸満市】
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水場遺構

石積み 1
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城壁石積み ( 東より )

全景 ( 北西より )

城壁石積みと「コ」の字形石積み ( 北より ) 金製厭勝銭
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洞穴遺構外観 ( 北より )

洞穴遺構内床面北側造成状況 ( 西より )

洞穴遺構内床面南側造成状況 ( 東より )

洞穴遺構内遺物出土状況 ( 東より )

洞穴遺構前床面造成状況 ( 西より )
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「留魂壕」内坑道検出状況 ( 西より ) 「留魂壕」内遺物出土状況

「留魂壕」坑口 2検出状況 ( 北西より ) 「新聞壕」坑口 ( 西より )

銭蔵東地区・石積み ( 北西より )
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貝だまり
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ヤコウガイ ( 中央 )・サラサバティ ( 左前 )・チョウセンサザエ ( 右前 )

貝殻小研磨片
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調査区全景 ( 北から )
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礎石を固定するための基礎の石 ( 西から )

土留めの石積み ( 西から )

遺構検出状況 ( 東から )
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発掘作業状況 (2 地点 ) 井戸断割状況 (2 地点 )
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遺構完掘状況 (2 地点 )

遺構完掘状況 (1 地点 )
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船越原周辺地図及び調査地点位置図

船越原遺跡　遠景 ( 南より )

Ⅱ地点露頭部分　遠景 ( 北より )

ビーチロック6018Ｅ6018Ｅ

6320Ｙ6320Ｙ

6220Ｙ6220Ｙ

6021Ａ6021Ａ

H24年度調査区
H25年度調査区

黄色塗りつぶしは爪形文出土地区
爪形文期推定海岸線
爪形文土器包含層推定範囲

石切場

露頭地区露頭地区

爪形文包含層
確認範囲

爪形文包含層
確認範囲

6120TＹ6120TＹ

6120Ｅ6120Ｅ

6018A

Ⅱ地点調査位置 ( 拡大図 )
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Ⅱ地点層序

Ⅱ地点露頭部分　清掃途中状況 ( ○が爪形文土器 )

6018A 礫片出土状況 ( 西より )
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喜友名東原第四遺跡喜友名東原第四遺跡

大山加良当原第四遺跡大山加良当原第四遺跡

平成 25年度調査対象遺跡の位置

　大山加良当原第四遺跡は普天間飛行場の中央、喜友名東原第四遺跡は北側に立地する。喜友名東原第四遺跡の周

辺には喜友名東原ヌバタキ遺跡などの縄文時代晩期の集落遺跡が点在する。
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大山加良当原第四遺跡のボーリング調査箇所

　№1と№2の二か所でボーリングを行った。№2付近では前年度までの調査で縄文土器などの遺物が出土している。
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　喜友名東原第四遺跡から出土した遺物
　

　左上：縄文時代終末段階の土器

　　　　頸が屈曲するのが特徴的。

　右上：県内各地の石材で作られた石器

　　　　チャート、緑色片岩、砂岩、緑色凝灰岩などが

　　　　利用されている。

　左下：黒曜石

　　　　縁辺には使用による微細剥離がみられる。

喜友名東原第四遺跡から検出された遺構
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白保竿根田原洞穴遺跡

新石垣空港と周辺の遺跡

白保竿根田原洞穴遺跡調査状況
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東側砲台跡全形

西側砲台集水桝
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砲掩体近景

人工壕

砲掩体内軍靴散布状況

砲掩体に取りつく坑道
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壕口近景 壕内近景

壕内カマド 壁に打たれた大きな鉄釘
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　一概に発掘調査といっても、そのきっかけ（契機）や原因がいくつかあります。そも

そも、遺跡などの発掘調査は考古学的な手法を用いておこなうわけですが、それによっ

て過去の人たちの生活や行動を復元し、当時の歴史や文化を明らかにしていくことを目

的にしています。

　発掘調査は、大きく「学術調査」と「行政調査」のふたつに分けることができます。

　「学術調査」とは、大学の考古学研究室などの研究機関がおこなう発掘調査で、学術

的な目的意識（研究テーマ）を持って取り組まれます。

　一方、「行政調査」とは、行政機関（教育委員会など）がおこなう発掘調査で、その

契機や原因によって大きく３つに分けることができます。

　まず、遺跡（埋蔵文化財）の適切な保護を目的とし、その所在・内容等を把握するた

めの調査があります。

　次に、保存・活用のための発掘調査があります。重要な遺跡の評価をおこなうための

調査や、史跡指定された遺跡の整備・活用のために行われる調査も含まれます。

　最後に、記録保存のための調査があります。この調査は、開発側との調整によって、

現地保存ができなくなった遺跡について、開発に先立ち発掘調査をおこなうものです。

この調査によって得られた記録類は、消滅した遺跡に代わって、遺跡の内容を後世に伝

えるものとなります。

　このように、発掘調査にも様々なケースがありますが、いずれの場合も遺跡にメスを

入れることには変わりがありません。発掘調査がおこなわれた遺跡は二度と元に戻らな

いわけですから、より慎重な発掘調査をおこなう必要があります。

　現在、県内では当センターや市町村教育委員会、大学の考古学研究室などが実施して

いる発掘調査が毎年数十件ありますので、機会があれば発掘調査現場に足を運んでみて

ください。

県内の発掘調査情報に関しては発掘調査を実施している市町村教育委員会、若

しくは以下にお問い合わせください

○沖縄県教育庁文化財課　記念物班　埋蔵文化財担当　　TEL 098-866-2731

○沖縄県立埋蔵文化財センター　調査班　　　　　　　　TEL 098-835-8752



編集・発行　  沖縄県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　〒903-0125　沖縄県中頭郡西原町字上原193-7
　　　　　　　　TEL　098-835-8751　FAX　098-835-8754
　　　　　　　　URL　http://www.pref.okinawa.jp/edu/maizo



●休所日　◇毎週月曜日

　　　　　◇国民の祝日 (こどもの日、文化の日を除く）

　　　　　◇年末年始（12月 28日～ 1月 4日 )

　　　　　◇慰霊の日 (6月 23日 )

　　　　　※祝日と月曜日が重なった場合は、翌日の火曜日も休所

●開所時間　◇午前9時～午後5時まで (入所は午後4時 30分まで )

●交通　　　◇沖縄自動車道西原 ICより車で7分

　　　　　　◇市外線バスターミナル発　那覇バス97番

　　　　　　「琉大附属病院前」下車3分

■発掘調査速報展2014　その1
日時 : 平成 26年 11月 22日 ( 土 )　13：30開始 (13：00開場）
会場 : 当センター研修室　　講師 : 当センター職員

①海軍病院建設予定地内 ( 普天間古集落遺跡 )【宜野湾市】
②円覚寺跡【那覇市】                                               
③首里高校内中城御殿跡【那覇市】
④首里城跡「東のアザナ北地区・銭蔵東地区」【那覇市】     
※先着 140 名　予約等不要・参加無料

第59回文化講座

■発掘調査速報展2014　その2　　　　
日時 : 平成 26年 11月 29日 ( 土 )　13：30開始 (13：00開場）
会場 : 当センター研修室　　講師 : 当センター職員

①戦争遺跡 ( 伊計島砲台跡・他 )【本島内各地】　　　　
②県内遺跡 ( 船越原遺跡 )【渡嘉敷村】
③基地内文化財 ( 喜友名東原第四遺跡・他 )【宜野湾市】　　 
④白保竿根田原洞穴遺跡【石垣市】
※先着 140 名　予約等不要・参加無料

第60回文化講座

◇「白保竿根田原洞穴遺跡」関連イベントを企画中です。

※詳細が決まり次第、当センターホームページやマスコミ等を
通じて広報致します。

■「白保竿根田原洞穴遺跡」関連企画展 (予定 )
日時：平成27年1月頃

会場：沖縄県立埋蔵文化財センター企画展示室

企画展

講演会
■「白保竿根田原洞穴遺跡」関連講演会 ( 予定 )
日時：平成27年1月頃

会場：沖縄県立埋蔵文化財センター研修室

講師：未定

　　　※先着140名　予約等不要・参加無料
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